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技術革新の非連続性

❸▶革新者のジレンマ（イノベーションジレンマ） 
　革新者のジレンマ（イノベーションジレンマ）は主に主要顧客との関係に基づく
ジレンマである。革新者のジレンマとは、過去にイノベーションを達成して市場を
席巻した企業（つまり現在のリーダー企業）が、やがて主要顧客からの要望に対応
するために持続的なイノベーションに邁進し、破壊的イノベーション（次世代の技
術）に対応できなくなる状態を指す。顧客に自社製品技術が支持されている以上、
それを否定するようなイノベーションを自ら起こすことはできないし、そもそも主
要顧客の要望に沿った製品を提供したほうが利益率が高くなる。よって、開発当初
は既存技術に比べて技術レベルがはなはだ低く、現在の主要顧客から望まれてもお
らず、今後の展望についてもリスクが高いような新技術（つまり破壊的イノベーシ
ョン）の推進は、合理的ではないためにしにくくなる。
　一方、当初は未成熟であった後発の新技術は、リーダー企業が相手にしないよう
なローエンドの市場で十分な力をつけ、やがてリーダー企業の主要顧客層（ハイエ
ンド市場）のニーズを満たすようになる。こうなるとリーダー企業は、次世代の技
術での競争に完全に乗り遅れ、市場から姿を消す場合も多い。

設   例

　開発時の技術が顧客の支持を受けるほど、その後の技術発展の方向が制約さ
れやすく、技術分野が固定化されて企業の競争優位が失われていく。
H20－7　ア　（〇）

3 製品アーキテクチャ

　製品アーキテクチャとは、「どのようにして製品を構成部品に分割し、そこに製
品機能を配分し、それによって必要となる部品間のインターフェース（部品間で情
報やエネルギーのやりとりが行われる部分で、要はモジュール間のつなぎ目のこと）
をいかに設計・調整するか」に関する基本的な設計思想のことである。大きくモジ
ュール（モジュラー）型とインテグラル型（統合型、擦り合わせ型）に分かれる。

H25 18

H26 8

　モジュール化とは、全体システムを、明確に定義されたインターフェースによ
り、相互調整が不要となるような下位システム（モジュール）に分解するという設
計思想である。パソコンを例にすると、CPU、OS、ハードディスク、RAMといっ
たパソコンの部品は、それぞれ別のメーカーが相互調整することなく開発・製造し
ているが、これは各メーカーが事前に定められた仕様に基づいてモジュール化され
た分業構造によって活動をしているからである。

図表 ［1－5－4］　モジュール型アーキテクチャの概念図

モジュールA

モジュール間の相互干渉（擦り合わせ）はない インターフェース（つなぎ目のイメージ）

※　モジュールと機能の関係は基本的に１対１である。

モジュールB モジュールC

自己完結的

モジュールD

機能A 機能B 機能C 機能D

図表 ［1－5－3］　技術革新の非連続性

 1 モジュール化（モジュール型アーキテクチャ） H25 8
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3　製品アーキテクチャ  

第５章　技術経営

◇ 研究開発にはどのようなものがあるか。
◇ コア技術戦略とは何か。
◇ 製品開発のプロセスにはどのようなものがあるか。
◇ イノベーションとは何か。
◇ イノベーションジレンマとは何か。
◇ モジュール化のメリット、デメリットは何か。
◇ オープンアーキテクチャ戦略とは何か。
◇ インテグラル型アーキテクチャ戦略とは何か。
◇ デジタル家電業界の動向はどのようになっているか。
◇ 知的財産を活用した戦略にはどのようなものがあるか。
◇ デファクトスタンダードとは何か。
◇ 死の谷、ダーウィンの海とは何か。
◇ ベンチャー企業の資金調達にはどのようなものがあるか。
◇ 社内ベンチャーの狙いは何か。

第5章　技術経営

研 究 開 発

イノベーション

製品アーキテクチャ

モジュール型アーキテクチャ デジタル家電業界の動向

インテグラル型アーキテクチャ

デファクトスタンダードと知的財産戦略

ベンチャー企業のマネジメント

！ 本章のポイント

本章の
体系図 1 研究開発

　技術経営（MOT：Management Of Technology）とは、明確化された企業戦
略および事業戦略のもとで、企業の技術を確立するための技術戦略を構築し、その
技術戦略に従った研究開発、マーケティング、生産等の事業活動を行うことであ
る。本節ではまず研究開発について見ていく。

　研究開発は大きく、①基礎研究、②応用研究、③開発（あるいは開発研究）に分
類される。

❶▶基礎研究 
　特別な応用、用途を直接に考慮することなく、仮説や理論を形成するため、もし
くは現象や観察可能な事実に関して新しい知識を得るために行われる理論的・実験
的な研究である。

❷▶応用研究 
　基礎研究によって発見された知識を利用して、特定の目標を定めて実用化の可能
性を確かめる研究、およびすでに実用化されている方法に関して、新たな応用方法
を探索する研究である。

❸▶開発研究（開発） 
　基礎研究や応用研究、および実際の経験から得た知識の利用であり、材料、装
置、製品、システム、工程などの刷新、または改良をねらいとするものである。
　※　基礎研究と応用研究をまとめて「研究」とする場合も多い。
　※ 　研究開発の部分的な外部委託や、共同開発の実施など、多様な外部組織との
連携も行われる。

設   例

　中央研究所を見直して担当を開発研究に絞り込み、外部と取引や技術交流の
ある生産技術部門や営業部門に基礎研究を移管している。
H22－4　オ　（×：基礎研究と開発研究が逆である）

 1 研究開発の分類 H26 9
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1　研究開発  

☆：第２次試験に特に関連する項目

第3章　マーケティングリサーチ第2章　マーケティングマネジメント戦略の展開

マーケティングコンセプト（基本理念） マーケティングの定義

第1章　マーケティングの基礎概念

第5章　製品戦略

製品の概要

プロダクトミックス

製品ライフサイクル

ブランド☆

パッケージング

新製品開発のプロセス

サービスマーケティング☆

第6章　価格戦略

価格の設定

価格の管理

第9章　関係性マーケティングとインターネットマーケティング

関係性マーケティング☆

インターネットマーケティング☆

第7章　チャネル・物流戦略

チャネルの設計

物流戦略

第8章　プロモーション戦略

プロモーションミックス

プロモーション戦略の
構築☆

第4章　消費者購買行動と組織購買行動

消費者購買行動

組織購買行動

マーケティングマネジメントプロセス

マーケティング環境の分析☆

マーケティング目標の設定

ターゲットマーケティング☆
（マーケティングミックスの開発・実行）

マーケティング第３編

ix

3

各章のはじめに体系図を掲載。学習
内容をひと目で把握できます。「木を
見て森を見ず」とならないよう、全体
の中における位置付けを理解してか
ら学習を始められます。

経営戦略第１編
H23 H24 H25 H26

第１章
企業活動と経営戦略
経営理念と経営戦略

経営戦略の構成要素
ドメイン1
経営資源の優位性3
範囲の経済7
中核的技術9

ドメイン1
情報的経営資源3 ドメイン5 シナジー効果5

PPM6

環境分析（SWOT分析）
経営管理 経営計画1
第２章
製品＝市場マトリックス
多角化戦略 多角化2

PPM PPM7 PPM2
PLCの成熟期1
PPM6
規模の経済と経験曲線効果7

第３章
ポーターの競争戦略論の概要

業界構造の分析 完成品メーカーと部品メーカー
の取引関係7

既存業者間の敵対関係2
撤退障壁3

競争回避の戦略 規模の経済と経験曲線効果7

競争優位の戦略
競争戦略4
競争優位5
集中戦略6

速度の経済性4
差別化戦略5
競争地位別戦略6

価値連鎖と統合6

第４章
分析型アプローチとプロセス
型アプローチ

経営計画1
環境変化に対する組織的適応14

第５章
研究開発 研究開発9

イノベーション 外資企業の海外進出とリバース
イノベーション10

イノベーション段階に応じた分
業関係18

製品アーキテクチャ モジュール型アーキテクチャ8 大手メーカーと中小の部品メー
カーの取引関係8

デファクトスタンダードと知
的財産戦略
ベンチャー企業のマネジメン
ト

社内ベンチャー8 研究開発9
Jカーブ曲線11

第６章

企業間連携 M＆A2
合弁による海外進出11

アライアンスとアウトソーシング9
サプライチェーン11

戦略的提携4
価値連鎖と統合6 MBI4

産学連携 産学連携10
産業クラスター 産業クラスター19

出題領域表

334 335

本章の体系図

基本講義の際にメインで使用するTACオリジナル教材です。試験傾向・法改正を反映して編集されたテ
キストは、合格に必要な要素が随所に盛り込まれ、初学者の方に分かりやすいと評判です。

★基本講義で使用

初学者に分かりやすい! 2色刷りで見やすい!

基本テキスト TAC専任講師がオリジナル教材の内容や位置付け、
具体的な使用法等を分かりやすく説明します!

章ごとのマスターすべきポイントを
チェックリスト形式で紹介。本文を読
む前に確認することで、スムーズに
学習をスタートできます。

本章のポイント!

印象に残りやすいよう図表・グラフを
用いて、重要ポイントをわかりやすく
解説しています。

図表・グラフ

重要キーワードの定義を色文字で表
現しています。学習上の最も基本と
なる事項ですので、しっかり理解して
ください。

キーワード

過去の本試験において出題された論
点に表示を設けているので、過去問
題集と合わせて学習を進められま
す。

出題実績

過去の本試験においてどのような問
われ方をしたのか、実際の問題を例
にして論点への理解をより深くしま
す。

設例

繋がりのない学習にならないよう、
全体像を確認し、科目全体の中で
の位置付けを理解してから学習を
始められるので、より学習効果が
アップします。

科目全体の体系図

テキストに出てきた内容が過去何年
の本試験で出題されたのか、一覧表
で確認できます。

出題領域表

TAC 動画チャンネル 診断士 検索
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TACの「オリジナル教材」を動画で紹介!TACの「オリジナル教材」を動画で紹介!

出題可能性や内容面など特に重要と
考えられる箇所に設けているので、
メリハリのついた学習ができます。

重要論点

基本テキスト

本　文

基本テキスト

体 系 図
学習を始める前に…

基本テキスト

巻　末
知識が身についたら…

Point
ここが

Point
ここが

Point
ここが

Point
ここが

基本テキスト

本　文

教材は毎年改訂しているため、年度ごとに構成・内容が異なる場合がございます。


